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臼
太
鼓
踊
り
を
継
承

和50年12月号

更東郷町役場

　
　
行
集

昭
一

　
　
．
発
編

　
　
．

秋
祭
に
四
神
社
で
奉
納
さ
れ
る

　
十
一
月
に
は
町
内
ほ
と
ん
ど
の
神
社

で
秋
祭
り
が
あ
り
、
こ
と
し
も
各
地
で

奉
納
の
演
芸
大
会
や
舞
踊
大
会
が
催
さ

れ
ま
し
た
。
鶴
野
内
、
迫
野
内
、
二
瀬
、

坪
谷
で
は
伝
統
の
臼
太
鼓
踊
り
が
奉
納

さ
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
五
日
、
鶴
野
内
神
社
を
訪

ね
る
と
、
臼
太
鼓
踊
り
の
真
つ
最
中
で

す
。
太
鼓
を
身
に
つ
け
、
な
か
に
は
ノ

ボ
リ
を
背
に
つ
け
た
踊
手
が
円
陣
を
つ

く
り
、
そ
の
申
心
に
鐘
太
夫
が
位
置
し
、

鐘
の
合
図
で
全
員
が
太
鼓
を
打
ち
、
歌

を
歌
い
な
が
ら
踊
り
つ
づ
け
ま
す
。

　
こ
の
臼
太
鼓
踊
り
の
由
来
を
村
誌
で

み
る
と
一
「
今
か
ら
約
七
百
八
十
年

前
、
源
頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を
開
く
と
、

あ
わ
よ
く
ば
武
士
に
と
り
た
て
て
も
ら

お
う
と
、
地
方
の
青
年
た
ち
が
農
村
を

捨
て
て
鎌
倉
へ
と
は
せ
参
じ
た
。
こ
の

た
め
農
村
は
非
常
に
衰
微
し
た
の
で
、

幕
府
は
青
年
た
ち
を
農
村
に
引
き
と
め

る
た
め
、
農
村
に
若
衆
を
組
織
さ
せ
、

そ
の
娯
楽
と
し
て
臼
太
鼓
踊
り
を
案
出

し
て
奨
励
し
た
。
こ
れ
が
臼
太
鼓
踊
り

の
は
じ
め
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　
鶴
野
内
臼
太
鼓
踊
り
は
、
　
「
時
は
十

人
余
り
と
な
り
、
存
続
の
問
題
も
も
ち

あ
が
り
ま
し
た
が
、
年
々
人
員
も
ふ
え

こ
と
し
は
四
人
が
新
し
く
加
入
し
て
四

十
一
人
と
な
り
ま
し
た
。
福
瀬
、
迫
野

内
、
坪
谷
と
も
同
じ
悩
み
を
も
ち
な
が

ら
も
、
今
日
ま
で
伝
統
を
継
承
し
て
き

た
も
の
で
す
。

　
祭
り
の
日
に
は
、
往
年
の
踊
り
手
も

加
わ
り
、
神
社
境
内
は
も
ち
ろ
ん
地
域

内
を
巡
回
し
て
厄
ば
ら
い
な
ど
も
し
ま

し
た
。
年
輩
の
あ
る
人
は
、
　
「
最
近
若

い
人
が
ふ
え
て
、
臼
太
鼓
踊
り
も
見
ら

れ
、
村
に
活
気
が
よ
み
が
え
る
」
と
喜

び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

第
三
日
曜
日
（
二
十
一
日
）
は
家
庭
の
日

▼
鶴
野
内
神
社
に
奉
納
す
る
鶴
野
内
臼
太
鼓
踊
り

㊥
　

愚
属

　
罐

働
写

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し
も
い
よ

　
民
　
謡

　
　
　
　
　
　
　
い
よ
最
後
の
月
、

昭
和
五
十
年
の
し
め
く
く
り
の
月
で

も
あ
り
、
新
し
い
年
を
迎
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
心
の
準
備
も
加
わ
り
、

な
ん
と
な
く
気
ぜ
わ
し
い
月
で
す
．
、

▽
毎
週
土
曜
日
の
夜
、
坪
谷
公
民
館

か
ら
「
こ
こ
の
山
の
刈
干
ヤ
…
」
と

民
謡
の
合
唱
が
聞
え
て
き
ま
す
。
こ

れ
は
、
二
年
前
民
謡
好
き
の
二
十
人

が
集
っ
て
結
成
し
た
「
坪
谷
民
謡
教

室
」
の
熱
の
こ
も
っ
た
練
習
風
景
で

す
。
練
習
の
腕
？
は
上
が
っ
て
、
先

日
の
あ
る
民
謡
コ
ン
ク
ー
ル
で
好
成

績
を
あ
げ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

▽
今
月
二
日
の
夜
、
町
鳶
協
が
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
「
ふ
る
さ
と
」
の
公
演
を

主
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
近

年
本
町
は
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
は
ふ
え

て
い
ま
す
が
、
文
化
活
動
は
ま
だ
ま

だ
の
感
が
あ
り
ま
す
。
民
謡
と
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
が
「
つ
の
引
き
金
と
な
っ

て
、
本
町
の
文
化
活
動
が
伸
び
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

山
に
入
り
雪
の
な
か

な
る
朴
の
樹
に
落
笹
下

松
に
な
に
と
も
の
を

言
ふ
べ
き

牧
水
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町
人
口
は
六
、
八
〇
三
人

減
％

増
率

国勢調査結果の概数

東郷町の至適

　昭和45年　　　昭和
総数下勇皿「女．．総数

国
勢
調
査
人
口
の
概
数
ま
と
ま
る

10月1日

50年　　　45～50年頃

男　　　女　　増減数1
　人：
463

514

380

333

247

111

129

211

236

443

181

49

　人
449

550

430

391

267

120

142

240

262

455

174

48

　27

△12

　51

△37

△37

　9
△39

△5
△46

△88

△61

△74

人

△

△
△

△1

△
．△

△
△1

．△4

名区

　
1
1
7
9
7
1
6
1
5
1
7
3

　
3
1
6
4
6
4
2
1
8
9
4
3

　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

　
　
△
　
△
△
　
△
△
△
△
△
△

人

講4△△3123，5063，297

　　　人
　　912

1，064

　　810

　　724

　　514

　　231

　　271

　　451

　　498

　876

　555

　　97

　　人
445

565

400

414

291

119

162

240

295

491

216

83

　　人
440

511

359

347

260

105

148

216

251

475

200

88

　　　人
　　885

1，076

　　759

　　761

　551

　　222

　510

　456

　544

　964

　　416

　　171

書
評
田
内
内
原
野
坂
深
谷
表
川

　
　
野
野
野
鼠
　
　
　
　
渡

寺
福
小
鶴
迫
八
田
羽
仲
坪
越
下

6，8033，7197，1雪5i

　　　I

5，396計町

宮崎県の人民　10月1日

市町村名昭和・・年昭和・5年編轟

東郷町
門川町，
南郷村．
西郷村i
北郷村3
北方町…
北川町
北浦町
諸塚村
椎葉村：
東芝杵計：一一『一．一　　　69，547　△7．7

日向市　53，449　47，420
延岡市i134，530　128，292

宮崎市…234，348．202，862

6，803　「　　　7，1で5　　△　4．4

16，708　　　15，540　　　　7．5
4，131　1　　4，782　　△13．6

4，346　1　　　4，898　　△11．3

2，9591　　3，539．△16．4

6，8771　　　7，700　　△10．7

6，401　．　　　7，505　　△14．7

5，633　　　　6，070　　△　7．2

3，872：　　4，582　　△15．5

6，267　；　　　7，616　　△17．7

63，997旨

宮崎県計：1，085，0571，051，105

12．7一

4．9

15．5

3．2

町村計1559，619　366，552　1。9

東郷町の世帯数10月1日

昭和45年：昭和・・三指譲坦の鮮

％
1
7
4
6
5
9
8
5
3
5
4
4

　
4
3
5
1
4
1
8
2
2
6
5
6

　
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　

　
　
　
　
　
△
　
△
△
△
△
△
△

戸
8
0
7
5
6
1
6
3
3
6
6
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
△
　
△
△
△
△
△
△

M△

名旨昭和45年：昭和・・年牛刀

迫
瀬．

田
内
内；

原
野．

坂1

深：

谷
田

川

　戸
194…

2731

2011

187｛

1541

54

68

119

131

255

112

44

　戸
202

283

228

190

128

55

62

116

128

239

106

28

　戸
　8
　10

27

　5
△6
　1
△6
△3
△3
△16

△6
△16

△71，7651，ブ72

　
十
月
一
日
現
在
で
、
行
な
わ
れ
た
国

勢
調
査
の
概
数
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
発
表
し
ま
す
。
な
お
、
後
日
総
理
府

統
計
局
が
集
計
結
果
を
公
表
し
ま
す
の

で
、
異
な
る
場
合
は
国
の
公
表
し
た
数

字
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
ず
。

　
今
回
の
国
勢
調
査
の
結
果
、
本
町
の

人
口
は
六
千
八
百
三
人
で
、
昭
和
四
十

五
年
の
人
口
七
千
百
十
五
人
に
比
べ
て

四
・
四
％
、
三
百
十
二
人
の
減
少
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
減
少
ぶ
り
は

鈍
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
四
十
五
年
か
ら
五
十
年
忌
五
年

間
に
人
口
の
増
え
た
市
町
村
は
、
県
内

四
十
四
市
町
村
の
う
ち
十
六
市
町
で
、

逆
に
一
〇
％
以
上
の
減
少
と
な
っ
た
市

町
村
は
十
「
町
村
あ
り
ま
す
。

区

迫
瀬
田
内
内
原
野
坂
深
谷
門
川

　
　
野
物
野
重
　
　
　
　
渡

眼
福
小
鶴
迫
八
田
羽
田
坪
越
下

計町

響
も
な
で
き
ご
と
漁

こ
と
し
一
年
を
振
り
か
え
っ
て

　
【
一
月
】
　
始
業
日
に
坪
谷
中
・
東
郷

中
で
牧
水
カ
ル
タ
大
会
。
防
災
行
政
無

線
が
開
通
。
日
向
市
と
共
同
で
ゴ
ミ
処

理
場
の
建
設
に
着
工
。
【
二
月
】
　
農
業

セ
ン
サ
ス
実
施
（
兼
業
曲
辰
家
が
ふ
え
、

機
械
導
入
め
だ
つ
）
。
二
十
数
年
ぶ
り

の
大
雪
（
積
雪
十
鞍
）
。
【
三
月
】
　
塩

月
儀
市
さ
ん
に
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈

る
。
東
郷
中
学
校
の
校
舎
改
築
。
町
老

人
ク
ラ
ブ
に
盆
栽
愛
好
ク
ラ
ブ
誕
生
。

【
四
月
】
　
坪
谷
幼
稚
園
ひ
ら
く
（
園
児

二
十
三
人
〉
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
鶴

野
内
・
坪
谷
両
保
育
園
に
カ
ラ
…
テ
レ

ビ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
東
郷
小
。
東
郷
幼

稚
園
の
入
口
に
信
号
機
を
設
置
。
統
「

地
方
選
挙
行
な
わ
る
（
1
5
日
1
1
知
事
・

県
議
会
議
員
、
2
7
日
1
一
町
長
・
町
議
会

議
員
）
。
障
害
者
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
が
知
事
選
よ
り
適
用
。
町
長
選
で

初
の
立
会
演
説
会
を
開
く
。

【
五
月
】
　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
マ
ツ

ク
イ
ム
シ
の
空
中
防
除
（
九
十
三
診
）

【
六
月
】
　
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

の
調
査
計
画
地
域
に
内
定
。
へ
き
地
幅

振
興
対
策
要
綱
を
定
め
、
辺
地
・
へ
き

地
の
振
興
を
は
か
る
。
寺
迫
の
海
野
徳

次
郎
翁
が
満
百
歳
を
迎
え
る
。

【
七
月
】
　
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
。

東
郷
小
の
ハ
ト
小
屋
で
ア
オ
バ
ズ
ク
の

ヒ
ナ
が
育
つ
。
第
「
回
早
朝
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
。
第
二
次
林
構
事
業
で
タ
イ

ヤ
シ
ョ
ベ
ル
、
し
い
た
け
乾
燥
施
設
な

ど
を
整
備
。
台
風
二
号
に
よ
り
県
道
人

吉
一
日
向
線
の
日
ケ
道
付
近
で
道
路
欠

壊
。
【
八
月
】
　
ク
ワ
シ
ン
ト
メ
タ
マ
バ

ヱ
の
異
常
発
生
に
よ
り
町
内
七
〇
％
の

桑
園
に
被
害
。
町
青
年
1
0
人
が
国
内
研

修
（
北
海
道
）
。
【
九
月
】
牧
水
生
家
か

ら
西
日
本
一
帯
に
テ
レ
ビ
の
生
中
継
放

送
。
生
活
道
路
の
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
工
事
。
東
郷
中
に
給
食
施
設
完
成
。

【
十
月
】
重
度
障
害
者
に
福
祉
手
当
支

給
と
医
療
費
助
成
は
じ
ま
る
、
、
国
勢
調

査
（
町
の
人
口
は
六
千
八
百
三
人
）
。

文
化
講
演
会
開
催
（
講
師
は
N
H
K
ア

ナ
ウ
ン
サ
；
鈴
木
健
二
氏
）
。
日
田
尾
幹

線
道
路
の
開
設
工
事
す
す
む
。
　
【
十
一

月
】
野
瀬
小
学
校
が
創
立
百
周
年
を
迎

え
る
。
幕
別
町
の
青
年
と
町
議
会
議
員

が
来
町
。
　
【
十
二
月
】
田
野
・
西
谷
地

区
農
道
舗
装
工
事
、
山
陰
地
区
簡
易
水

道
送
水
施
設
工
事
の
完
成
（
見
込
）

O
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最
後
の
チ
ャ

ヘ

ノ

ス
！

今
月
末
で
時
効

納
め
忘
れ
の
保
険
料
納
付

　
人
間
の
一
生
を
み
る
と
、
長
い
歳
月

の
う
ち
に
は
入
学
・
就
職
・
結
婚
・
出

産
と
い
ろ
い
ろ
な
で
き
ご
と
が
あ
り
ま

す
。
病
気
に
も
か
か
る
し
、
運
悪
く
死

神
に
も
と
り
つ
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
大
多
数
の
人
は
喜

び
と
悲
し
み
を
く
り
返
す
う
ち
に
還
暦

を
迎
え
、
め
で
た
く
長
寿
の
仲
間
入
り

を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
孫
た
ち
に
か
こ

ま
れ
、
温
い
家
庭
で
老
後
を
平
穏
に
暮

す
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
の
場
合
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
老
後
は
「
歩
「
歩
確
実

に
や
っ
て
き
ま
す
が
、
平
穏
な
老
後
が

間
違
い
な
く
や
っ
て
来
ま
す
か
？
。

　
私
た
ち
は
、
元
気
に
働
け
る
う
ち
は

「
年
金
な
ん
か
」
と
思
っ
た
り
、
な
ん
と

か
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
が
ち
で
す
。
事

実
な
ん
と
か
な
っ
て
き
た
か
も
知
れ
ま

せ
ん
．
、
で
も
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
大
変
な
で
き
ご
と
が
、
近
い

将
来
起
る
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
日
本
が
「
老
人
国
」
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

老
後
に
備
え
る
年
金

　
六
十
五
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
を
二

十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
働
き
手
で

密
な
う
と
す
る
と
、
現
在
は
、
お
と
し

よ
り
一
人
を
九
人
で
養
な
っ
て
い
ま
す

が
、
次
第
に
お
と
し
よ
り
が
増
え
、
昭

和
九
十
年
に
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
お

と
し
よ
り
「
人
を
三
人
で
養
な
う
時
代

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
な
る
と
、
青
年
・
壮
年
層
は
自

分
自
身
の
生
活
も
大
変
で
す
し
、
は
た

し
て
四
倍
に
も
増
え
る
と
し
よ
り
層
を

養
な
っ
て
い
け
る
で
し
ょ
う
か
。

　
年
を
と
る
に
つ
れ
て
気
持
も
弱
く
な

り
が
ち
で
す
。
身
体
も
無
理
が
き
か
な

く
な
り
、
収
入
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
う
え
、
将
来
若
い
層
に
完
全
に
頼

り
き
る
の
が
無
理
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

早
い
う
ち
か
ら
積
立
て
て
準
備
を
し
て

お
こ
う
、
そ
う
し
て
少
な
く
と
も
収
入

面
で
老
後
の
不
安
が
な
い
よ
う
に
し
て

ゆ
こ
う
…
…
と
い
う
の
が
年
金
制
度
な

の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
の
保
険
料
を
忘

れ
て
納
入
し
な
か
っ
た
り
、
年
金
に
加

入
で
き
る
の
に
加
入
し
な
い
人
の
た
め

に
、
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
な
ら
納
入

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
納
め
て
い
な
い
人
が
相
当
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
今
回
納
め
て
い
な
い
と
今

後
ど
の
年
金
も
も
ら
え
な
い
と
い
う
人

が
町
内
で
三
十
五
人
い
ま
す
。
こ
の
人

た
ち
は
今
月
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す

の
で
、
必
ず
納
入
し
て
受
給
権
を
満
た

し
て
く
だ
さ
い
。
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l
が
新
成
人

1
月
5
日
に
成
人
式

　
町
で
は
、
明
年
一
月
五
日
に
成
人
式

を
ひ
ら
き
ま
す
。
こ
の
日
は
、
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
中
央
公
民
館
で
、
新
し

く
お
と
な
の
仲
間
入
り
を
し
、
自
ら
生

き
抜
こ
う
と
す
る
人
を
招
い
て
、
祝
い

励
ま
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
者
は
、
昭
和
三
十
年
四
月
二
日

か
ら
三
十
一
年
四
月
唄
日
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
人
で
、
教
育
委
員
会
事
務
局

で
調
べ
た
と
こ
ろ
七
十
「
調
い
ま
す
。

　
名
簿
も
れ
の
人
や
町
外
に
居
住
し
て

い
る
人
で
本
町
の
成
人
式
に
出
席
し
た

い
と
い
う
人
は
、
十
二
月
二
十
日
ま
で

に
連
絡
（
電
話
五
六
五
七
）
し
て
く
だ

さ
い
。

　
▽
寺
子
h
黒
木
幸
一
、
植
野
初
江
、

高
瀬
登
、
黒
木
春
海
、
野
別
律
子
、
橋

口
春
代
、
黒
木
重
行
、
黒
木
カ
ナ
エ
、

黒
木
操
、
黒
木
さ
つ
き
、
，
．

，、●、，、●，．．、A．。璽．ρ’9．●c／u㍉，一、，σり、へ●9．ρノ▼ρ∫、ノ9一。U㌦’9．へ、．・σハ戸．し・・”r．り．ノ｝‘9
ロ
サ
り
ち
ら
ロ
ク
も
　
の
ノ
へ
も
り
ロ
ニ
も
ピ
ロ
　
ち
で
ノ
ニ
ニ
ノ
り
ロ

　
　
県
と
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
設

　
立
し
て
い
る
「
出
か
せ
ぎ
援
護
協
会
」

　
で
は
、
出
か
せ
ぎ
に
出
る
人
の
加
入

　
を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。
こ
の
協
会

　
は
、
出
か
せ
ぎ
先
で
の
死

　
亡
、
傷
病
、
賃
金
不
払
い
や

ル
ス
家
族
の
不
安
、
悩
み

な
ど
に
対
し
て
そ
の
援
護

対
策
を
行
な
い
、
安
心
し

て
出
か
せ
ぎ
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
設
け
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　
協
会
に
加
入
す
る
と
会

員
が
出
か
せ
ぎ
先
で
事
故

や
災
害
に
あ
っ
た
と
き
は

弔
慰
金
や
見
舞
金
が
支
給

：
．
⊃
、
：
。
ら
、
し
．
；
¶
ζ
’
：
「
。
～
♪
．
」
．
）
、

出かせぎ援護協会

　
さ
れ
る
ほ
か
、
就
労
前
の
健
康
診
断
、

　
ふ
る
さ
と
便
り
の
送
付
、
出
か
せ
ぎ

　
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
が
受
け
ら
れ

　
ま
す
。

　
▽
弔
慰
金
　
二
十
万
円

　
▽
見
舞
金
（
傷
病
休
業
）

・
．
e
、
、
：
．
．
、
ζ
，
：
．
‘
’
．
，
＝
’
2
●
．
・
，
、
；
，
う
、
も
‘
・
。
，

▽
福
瀬
“
山
田
健
二
、
高
木
泰
茂
、
海

野
み
す
ず
、
藤
原
の
り
子
、
高
尾
松
代
、

岩
本
松
代
、
岩
本
房
子
、
岩
田
秀
教
、

金
丸
月
美
、
金
丸
初
巳
、
塩
月
利
美
、

▽
小
野
田
1
一
橋
口
力
、
篁
瀬
美
寿
、
矢

野
信
平
、
浮
子
田
健
二
、
横
井
か
つ
代
、

井
上
ひ
と
み
、
高
森
英
子
、
新
名
八
重

子
、
高
館
は
る
の

▽
鶴
野
内
“
寺
田
誠
二
、
川
越
幸
子
、

寺
原
順
子
、
渦
元
利
広
、
内
田
誠
、

▽
迫
野
内
n
佐
藤
徳
則
、
佐
藤
孝
、
黒

木
由
美
子
、
黒
木
勝
六
、
前
田
つ
き
子
、

伊
藤
健
太
郎
、
佐
藤
和
子
、
鶴
田
太
美
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ち
　
へ
　
し
　
し
コ
も
ぐ

　
　
一
～
三
ヵ
月
未
満
一
二
万
円
　
　
型

＼　
ﾖ
麺
万
円
…

　
不
具
擾
疾
の
場
合
“
十
万
円
　
　
∵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

　
　
▽
不
払
賃
金
の
一
時
立
替
え
’

弔慰金・見舞金を支給
　
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
出
か
せ
ぎ
に
行
く
と
き
は
、

　
必
ず
「
季
節
移
動
労
働
手
帳
」
を
持

　
つ
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
さ
ら
に
く
わ
し
く
知
り
た
い
人
は

　
住
民
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

C
’
，
・
●
・
’
」
．
，
～
」
、
㌦
．
・
、
曳
・
㌧
、
く
♂
し
，
◆
㌧
ビ
ノ
9
，
魎
」
3
．
・

　
　
就
労
先
事
業
所
で
不
払
（

　
い
に
な
っ
た
賃
金
の
一
部
悟

を
立
替
え
・
．
　
　
W

　
現
在
住
ん
で
い
る
市
町
村
～

を
離
れ
て
一
ケ
月
以
上
、
　
“

年
未
満
の
期
間
働
き
に
出
ゑ

人
は
だ
れ
で
も
会
員
に
な
れ
り

ま
す
。
手
続
き
は
、
役
場
住
”

民
課
ま
た
は
職
業
安
定
所
で
・
川

加
入
申
込
書
に
会
費
年
額
五
M

百
円
を
添
え
て
申
込
ん
で
く
鳩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

黒
木
恵
美
子
、
▽
八
重
原
r
－
高
山
郁
子
、

▽
田
野
一
小
川
晴
生
、

▽
羽
坂
一
1
清
水
洋
、
中
井
泉
、
小
林
初

美
、
平
塚
宏
成
、
黒
木
龍
子
、
佐
藤
次

栄
、
▽
仲
深
踊
田
中
裕
子
、
横
山
雅
隆
、

佐
藤
喜
美
子
、

▽
坪
谷
口
日
高
と
し
み
、
稲
田
逸
郎
、

山
田
万
美
子
、
那
須
律
夫
、
矢
野
美
栄

子
、
山
崎
節
雄
、
稲
田
範
子
、
三
浦
裕

子
、
矢
野
ま
る
み
、
浜
辺
真
砂
子
、
富

山
清
徳
、
矢
野
富
士
子
、
那
須
栄
吉
、

吉
田
日
美
子
、

▽
越
表
一
河
野
節
子
、
増
永
ト
モ
子
、
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に
ぎ
わ
っ
た
町
民
体
育
祭

侮ボ
醐
讐

黒
鍵

新
記
録
が
続
出

　
雨
で
「
週
間
延
期
と
な
り
、
開
催
が

心
配
さ
れ
て
い
た
町
民
体
育
祭
は
、
十

月
二
十
六
日
、
町
営
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。
．

　
午
後
は
肌
寒
い
天
気
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
各
公
民
館
と
も
趣
向
を
こ

ら
し
た
応
援
合
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
選

手
も
観
衆
も
と
も
に
楽
し
み
、
一
段
と

盛
り
あ
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　
種
目
別
の
最
高
記
録
二
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

【
男
子
】

　
△
百
層
乃
歳
以
下
《
学
生
》
①
高
山

（慧，縮）

睦
男
（
八
重
原
）
1
1
秒
9
闘
大
会
タ
イ

《
「
般
》
①
福
谷
集
（
鶴
野
内
）
1
2
秒

5
②
寺
田
誠
二
（
鶴
野
内
）
1
2
秒
6

③
寺
原
稔
（
坪
谷
）
1
2
秒
7
0
以
上
大

会
新
、
2
6
～
2
9
代
①
仁
田
弘
幸
（
福
島
＞

12

b
7
H
大
会
新
②
山
口
和
幸
（
鶴
野

内
V
、
寺
原
正
（
坪
谷
）
1
2
秒
9
一
以
上

大
会
タ
イ
、
3
0
代
①
田
辺
喜
広
（
福
瀬
）

13

b
4
、
4
0
代
①
富
山
勲
（
坪
谷
）
1
3

秒
9
、
5
0
代
①
井
上
秋
三
郎
（
鶴
野
内
）

13

b
2
目
大
会
新

　
△
二
百
材
《
唄
般
》
＠
松
村
善
博

　
（
鶴
野
内
）
2
5
秒
0

　
△
千
五
百
麿
①
寺
原
正
昭
（
田
野
）

4
分
5
5
秒
1

　
△
五
千
層
①
畝
原
修
身
（
小
野
田
）

18

ｪ
2
8
秒
0

　
△
八
百
㌶
リ
レ
ー
C
鶴
野
内
1
分
4
1

秒
2
1
1
大
会
新
、
②
坪
谷
1
分
4
7
秒
1
、

③
八
重
原
1
分
5
1
秒
．
1

　
△
年
齢
別
リ
レ
ー
⑦
鶴
野
内
2
分
2
1

秒
3
、
②
羽
坂
2
分
2
2
秒
0
、
③
坪
谷

2
分
2
2
秒
2

【
女
子
】

　
△
6
0
謂
　
1
0
代
《
学
生
》
①
矢
野
ひ

と
み
（
田
野
）
8
秒
7
H
大
会
新
、

《
一
般
》
①
矢
野
み
つ
み
（
坪
谷
）
、
糸

平
早
由
美
（
鶴
野
内
）
1
0
秒
1

20

`
2
4
代
①
寺
田
好
美
（
鶴
野
内
）
9

秒
7
、
2
5
～
2
9
代
①
奈
須
富
江
（
八
重

原
）
9
秒
6
、
3
0
代
①
関
野
ベ
ン
（
福

瀬
）
9
秒
7
、
如
代
①
山
沿
澄
子
（
越

表
）
1
0
秒
1

△
百
綴
《
学
生
》
①
矢
野
ひ
と
み
（
田

野
）
1
4
秒
6
、
《
「
般
》
①
木
村
逸
子

（
小
野
田
）
、
奈
須
田
江
（
八
重
原
＞
1
5

秒
8

　
△
四
百
癖
リ
レ
ー
①
小
野
田
1
分
1

秒
7
、
②
田
野
1
分
5
秒
6
、
③
羽
坂

1
分
7
秒
0

　
△
年
齢
別
リ
レ
ー
①
鶴
野
内
1
分
5
5

秒
7
、
②
八
重
原
1
分
5
6
秒
0
、
③
福

ボバ
；レ
ル1

瀬
1
分
5
8
秒
3

【
各
種
リ
レ
ー
】

　
△
職
場
対
抗
①
郵
便
局
5
1
秒
0
、

農
協
A
5
1
秒
3
、
③
役
場
5
5
秒
2

②

　
△
公
民
館
役
職
員
対
抗
①
小
野
田
1

分
5
8
秒
0
、
②
羽
坂
2
分
3
秒
6
、
③

寺
迫
2
分
4
秒
9

　
△
町
内
役
職
員
対
抗
①
大
会
運
営
委

員
2
分
7
秒
9
、
②
農
業
委
員
2
分
8

秒
0
、
③
議
員
2
分
8
秒
5

【
努
力
賞
】

　
寺
迫
公
民
館
、
坪
谷
公
民
館
、
八
重

原
公
民
館

男
女
と
も
迫
野
内
が
優
勝

グ
ラ
ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
の
熱
戦

　
第
二
十
七
回
目
を
迎
え
た
町
文
化
祭

行
事
も
、
十
「
月
九
日
を
毒
心
に
ス
ポ

ー
ツ
行
事
、
文
化
行
事
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
と
く
に
、
公
民
館
対
抗
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
熱
戦
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
央
公
民
館
と
役
場
で
開
か

れ
た
、
町
費
生
活
展
、
学
芸
品
展
、
悪

言
展
、
尾
鈴
寒
ラ
．
ン
展
も
連
日
に
ぎ
わ

い
を
み
せ
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
成
績
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

　
公
民
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
▽
男
子
　
優
勝
1
1
迫
野
内
、
二
位
1
1

坪
谷
、
三
位
1
1
鶴
野
内

　
▽
女
子
　
優
勝
臣
迫
野
内
、
二
位
口

田
野
、
三
位
1
1
寺
迫

　
相
撲
競
技

　
▽
団
体
戦
優
勝
一
1
田
野
、
二
位
1
1
坪

谷
、
▽
個
人
戦
　
優
勝
一
寺
原
万
（
田

野
）
、
二
位
H
寺
原
稔
（
坪
谷
）
、
三
位
一

品
毒
魚
（
坪
谷
）
▽
相
撲
部
　
優
勝
口

藤
井
柳
太
郎
・
（
羽
坂
）
、
二
位
1
1
那
須
千

秋
（
坪
谷
）

　
小
学
生
ポ
、
ー
ト
ボ
ー
ル

「
優
勝
1
1
寺
迫
小
、
二
位
け
坪
谷
小
、

三
位
1
1
東
郷
小

　
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
優
勝
n
東
郷
中
、
二
位
・
陪
坪
谷
申
、

三
位
1
1
越
慣
習

　
柔
道

、
優
勝
1
1
越
当
分
、
、
二
位
ヨ
東
郷
中
、
、

三
位
一
坪
谷
中

　
軟
式
庭
球

　
▽
男
子
　
優
勝
1
1
東
郷
中
、
二
位
”

坪
谷
中
、
▽
女
子
　
優
勝
1
1
坪
谷
中
、

二
位
“
東
郷
中

　
　
　
×

高まるソフトボール熱

11月2日に町選手権大会
×
　
　
　
　
　
×

　
　
今
年
の
ソ
フ
ト

　
ボ
ー
ル
競
技
は
、

十
「
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
、
七
月
二

　
十
七
日
か
ら
第
唄

回
早
朝
大
会
が
開

か
れ
た
の
を
は
じ

め
、
九
月
八
日
か

ら
の
第
二
回
大
会

　
に
は
十
三
チ
ー
ム

と
参
加
チ
ー
ム
も

　
ふ
え
、
お
お
い
に

盛
り
あ
が
り
を
し

め
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
十
「

月
二
日
に
は
、
そ
の
総
決
算
と
も
い
う

べ
き
町
選
手
権
大
会
が
開
か
れ
、
十
七

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
、
鶴
野
内

ク
ラ
ブ
が
羽
坂
O
B
を
く
だ
し
て
初
優

勝
し
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
若
い
人
か
ら
あ

る
程
度
の
年
輩
ま
で
、
だ
れ
で
も
で
き

る
競
技
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
．

　
い
ま
こ
の
盛
り
あ
が
り
を
さ
ら
に
高

め
、
お
互
い
の
健
康
づ
く
り
と
親
睦
融

和
を
は
か
る
目
的
で
、
こ
の
た
び
町
ソ
「

フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
が
結
成
さ
れ
ま
レ

た
。
そ
し
て
、
・
会
長
の
甲
斐
善
重
郎
き
．

ん
ほ
か
の
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
．
、
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早朝に元気よい気合

東郷少年剣道クラブの練習

　
朝
六
時
半
か
ら
、
東
郷
小
体
育
館
か

ら
元
気
の
よ
い
気
合
が
聞
こ
え
ま
す
，

昨
年
六
月
に
発
足
し
た
東
郷
少
年
剣
道

ク
ラ
ブ
の
十
五
人
の
豆
剣
士
と
、
東
郷

中
の
井
上
校
長
、
日
向
市
の
伊
東
保
さ

ん
の
き
び
し
い
練
習
が
続
き
ま
す
。

　
今
で
は
練
習
の
腕
は
め
き
め
き
上
が

っ
て
、
十
一
月
十
六
日
目
東
郷
小
体
育

館
で
、
日
向
市
、
北
郷
村
、
東
郷
町
の

少
年
剣
士
八
十
人
が
参
加
し
て
開
か
れ

た
「
第
「
回
隣
接
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
親

善
剣
道
大
会
」
で
は
、
A
チ
ー
ム
が
団

体
戦
で
優
勝
、
個
人
戦
で
も
全
員
健
闘

し
、
三
年
生
の
小
林
貴
君
、
四
年
生
の

黒
木
雄
二
君
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
心
技
を
練
磨
し
て
、
剣
道
の

目
的
を
達
成
し
よ
う
と
、
今
朝
も
「
時

間
の
練
習
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
，

盆
栽
や
ワ
ラ
ぞ
う
り

お
と
し
よ
り
が
作
品
展
開
く

　
　
十
一
月
十
七
日
目
ら
二
十
六
日
ま
で

　
の
十
日
間
、
老
人
福
祉
館
で
、
お
と
し

よ
り
の
作
品
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　
こ
の
作
品
展
は
、
昭
和
四
十
七
年
に

老
人
福
祉
館
が
開
館
し
て
以
来
毎
年
開

か
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
と
し
は
、
二

十
人
の
お
と
し
よ
り
が
、
四
十
点
余
の

作
品
を
出
品
し
ま
し
た
。

　
作
品
ば
v
ワ
ラ
ぞ
う
り
や
カ
リ
ノ
、

ホ
ウ
キ
、
シ
ョ
ウ
ケ
、
床
飾
り
、
は
り

絵
、
文
庫
な
ど
品
数
が
多
く
、
と
く
に

盆
栽
は
出
品
物
の
二
分
の
唄
を
占
め
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
例
年
に
比
べ
て

出
品
数
は
少
な
い
よ
う
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
中
か
ら
優
秀
作
三
点
が
、

■
十
一
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で

の
三
日
間
、
宮
崎
市
で
開
か
れ
た
、
宮
崎

県
老
人
作
品
展
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
b

一
一
’
ア

　
　
　
郷
土
の
あ
ゆ
み
（
3
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
塩
月
儀
市

　
＋
三
　
昭
和
時
代
⑨

　
　
昭
和
二
十
六
年
に
で
き
た
経
済
振

　
興
五
力
年
計
画
に
よ
る
と
、
耕
地
改

　
善
・
養
畜
改
善
・
林
業
改
善
・
経
済
安

　
定
・
社
会
教
育
の
拡
充
な
ど
の
計
画

　
が
具
体
的
に
立
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
計
画
の
初
年
度
で
あ
る
昭
和

　
二
十
七
年
に
、
役
場
事
務
の
適
正
化

　
を
は
か
る
た
め
、
機
構
を
総
務
課
・

　
経
済
課
。
税
務
課
・
出
納
室
に
改
め

　
ま
し
た
。
八
月
、
東
郷
村
国
民
健
康

　
保
険
条
例
を
制
定
し
、
そ
の
事
業
実

　
施
の
第
一
歩
を
印
し
ま
し
た
。

　
　
十
月
に
、
東
郷
村
教
育
委
員
の
選

　
挙
が
あ
り
四
人
が
当
選
し
、
十
一
月

　
か
ら
議
会
選
出
の
委
員
と
合
わ
せ
て

灘
灘
鱗

2
≧
〒
ζ
〉
～
～
7

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@
昭
　

和
二
十
八
年
度
産
米
代
以
降
の
貯
金
肉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晦

そ
し
て
・
吉
万
駁
痢
碧
銀

間
で
村
が
補
償
す
る
と
と
も
に
、

も
村
が
補
償
す
る
こ
と
を
議
決
し
ま

し
た
。

　
昭
和
八
年
に
山
陰
神
社
境
内
に
建

立
し
、
終
戦
と
と
も
に
取
除
か
れ
て

い
た
忠
魂
碑
が
、
昭
和
二
十
八
年
四

月
に
成
願
寺
境
内
に
再
建
さ
れ
、
明

治
十
年
の
西
南
の
役
で
の
官
軍
戦
死

者
か
ら
、
太
平
洋
戦
争
ま
で
の
三
百

九
十
三
柱
の
勇
士
の
慰
霊
祭
を
、
毎

年
四
月
三
日
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
二
十
九
年
、
東
郷
村
国
民
健

康
保
険
直
営
診
療
所
が
竣
工
し
、
内

科
・
小
児
科
・
外
科
・
整
形
外
科
を

開
設
し
ま
し
た
。

　
九
月
目
は
相
つ
い
で
台
風
が
来
襲

し
、
と
く
に
九
月
十
三
日
置
十
四
日

の
台
風
は
近
年
希
れ
な
大
洪
水
を
も

た
ら
し
、
浸
水
家
屋
百
二
十
戸
、
耕

地
の
流
失
埋
没
四
十
診
、
農
作
物
の

被
害
な
ど
、
合
せ
て
二
億
四
千
万
円

以
上
の
損
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

村
は
た
だ
ち
に
災
害
対
策
本
部
、
災

害
救
助
隊
本
部
を
役
場
内
に
設
置
、

村
議
会
も
災
害
対
策
の
特
別
委
員
会

を
組
織
し
、
村
当
局
、
村
議
会
が
耐

体
と
な
っ
て
災
害
の
復
旧
に
あ
た
り

ま
し
た
。

「
潅
畦
㌧
κ
、
F
　
・

｝

擁
ナ

i

’．

オ

種．

の局策除害たて十屋れ十い
復’の場対ら二診百な三で
離村特内策し億’二大日台
鑓嚢ll讐欝ll

害当対を災壱吾西家希頁ぢ‘這外療輩汚壬痒お丙”ヨ芝濟
科所’なの戦役に昭も陰
・が東つ慰争で再製に書
髭竣覧て霊まの建二三社

雛案灘縞ll

掬　一一一＿＿・＿．＿一デr》＿
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国
民
年
金
の
表
彰

　
十
「
月
は
国
民
年
金
普
及
推
進
月
間

で
し
た
が
、
そ
の
行
事
の
一
つ
と
し
て

国
民
年
金
関
係
者
の
表
彰
式
が
、
十
「

月
六
日
、
県
庁
講
堂
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
国
民
年
金
事
業
に
と

く
に
優
れ
た
市
町
村
や
個
人
、
組
織
に

対
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
本
町
か
ら
は
、
坪
谷
区
赤
井
笠
組
合

に
知
事
感
謝
状
が
、
寺
旭
区
山
之
口
組

合
に
国
民
年
金
福
祉
協
会
長
表
彰
状
が

そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

1
月
6
日
に
消
防
始
式

　
昭
和
五
十
「
年
の
消
防
始
式
が
、
「

月
六
日
の
午
前
八
時
か
ら
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。
こ
の
日
は
、
規
律
訓
練
、
機
械

器
具
の
点
検
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
発

水
競
技
が
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
各
部
と
も
消
防
団
員
が
全

員
出
動
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
点
検
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
家
庭

で
は
、
火
災
予
防
に
充
分
注
意
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
声
援
い
た
だ
く

よ
う
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　
7
6
年
版
の
県
民
手
帳

　
　
　
國
冊
二
三
〇
円
で
あ
っ
せ
ん

　
一
九
七
六
年
版
の
宮
崎
県
民
手
帳
の

あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。

　
便
利
で
重
宝
…
…
で
お
な
じ
み
の
県

民
手
帳
は
、
日
記
帳
の
ほ
か
に
県
や
町

の
主
要
統
計
な
ど
の
資
料
、
付
録
も
載

っ
て
い
ま
す
。
来
る
年
の
日
々
を
よ
り

計
画
的
に
、
よ
り
豊
か
に
お
す
ご
し
い

た
だ
く
た
め
に
、
執
務
に
、
学
習
に
ご

家
庭
に
ぜ
ひ
一
冊
ご
愛
用
く
だ
さ
い
。

　
あ
っ
せ
ん
期
間
は
、
十
二
月
二
十
五

日
ま
で
で
、
希
望
者
は
組
合
長
に
申
し

込
む
か
、
直
接
町
企
画
闘
発
課
に
て
お

も
と
め
く
だ
さ
い
。

　
価
格
は
「
冊
二
百
三
十
円
で
す
。
ご

婦
人
用
に
エ
ン
ジ
色
の
表
紙
の
手
帳
も

あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
巡
回
相
談

　
交
通
事
故
を
お
こ
し
た
人
、
ま
た
は

交
通
事
故
に
よ
る
被
害
を
う
け
た
人
の

た
め
に
、
つ
ぎ
に
よ
り
巡
回
相
談
を
開

設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
醤
1
2
月
1
5
日
、
午
前
1
0
時
よ
り

　
　
　
　
午
後
3
時
ま
で

▽
と
こ
ろ
臓
老
人
福
祉
館

▽
相
談
員
1
一
長
友
善
弥
氏

　
散
髪
代
を
百
円
割
引

　
　
　
身
体
障
論
者
手
帳
の
所
持
者

　
理
容
組
合
の
東
郷
支
部
で
は
、
町
内

に
住
む
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
の
た
め

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
　
　
五
期

固
定
資
産
税
　
三
期

　
納
期
　
　
十
二
月
二
十
五
日

に
、
十
一
月
一
日
目
ら
理
容
代
金
の
割

引
き
制
度
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
内
の
理
容
店
の
善
意
に

よ
る
も
の
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
持

っ
て
い
る
人
が
、
町
内
の
理
容
店
で
散

髪
す
る
と
き
、
手
帳
を
提
示
す
れ
ば
理

容
代
金
を
百
円
割
引
い
て
く
れ
ま
す
。

　
間
違
い
や
す
い
印
紙
税

　
不
動
産
の
売
買
契
約
書
や
領
収
書
を

作
っ
た
と
き
に
は
、
印
紙
税
が
か
か
り

ま
す
。
印
紙
税
は
、
こ
の
よ
う
な
文
書

を
作
っ
た
人
が
、
決
め
ら
れ
た
額
の
収

入
印
紙
を
は
り
、
消
し
印
を
し
て
納
め

ま
す
。

　
昨
年
四
月
の
印
紙
税
法
の
改
正
で
、

領
収
書
に
対
す
る
取
扱
い
が
変
っ
た
の

を
ご
存
知
で
す
か
。
改
正
前
は
、
一
通

に
つ
き
一
三
に
二
十
円
で
し
た
が
、
改

正
後
は
、
領
収
金
額
五
十
万
円
ま
で
は

五
十
円
、
五
十
万
円
を
超
え
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
そ
の
金
額
に
応
℃
た
印
紙

税
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
税
額
は
引
上
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
一
方
、
免
税
点
も
一
万
円
か
ら

三
万
円
と
引
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
印
紙
税
が
か
か
る
文
書
は
、
二
十
五

種
類
に
区
分
さ
れ
、
税
額
も
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
て
い
ま
す
。
作
成
し
た
文
書
が

ど
の
文
書
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判

断
は
、
文
書
の
標
題
や
名
称
に
は
関
係

な
く
、
そ
の
内
容
、
形
式
、
作
成
の
目

的
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

狩
猟
事
故
の
防
止

　
十
唄
月
十
五
日
か
ら
待
望
の
狩
猟
が

解
禁
さ
れ
ま
し
た
、
日
向
警
察
署
で
は

①
獲
物
よ
り
安
全
第
「
を
目
標
に
②
猟

銃
の
保
管
は
確
実
に
一
と
狩
猟
事
故

の
防
止
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

　
　
　
　
　
　
香
典
返
し
に
か
え
て

　
日
表
の
橋
口
幸
雄
さ
ん
か
ら
。
（
シ
マ
さ
ん
・
7
0
歳
ご
死
去
）

　
高
瀬
の
小
林
理
教
さ
ん
か
ら
。
（
松
男
さ
ん
・
7
2
歳
ご
死
去
）

こ
の
二
件
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
資
金
へ
ご
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

懸
雛
欝
懸

　
　
　
　
　
　
　
1
0
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

」
湾
弓
隠
3
．
交
9
一
劃
、
部
落
，

・

三二寺矢田赤宮

浦杉原野中木田

圭斗星秀勝健泰
　　加
史司広峰行児光
正広忠　勝正幸
　　　三
教美男　義昭男
坪仲鶴坪　小鶴
　　野　〃野野
谷深内谷　田内’

結
婚
お
め
で
と
う

　
　
氏
　
　
　
　
各
－
、

黒黒池山黒赤松川向木

「
部
藩
、
．

木木内崎木松下越山村

つ義ま国け春ま行秀直
と　　き　い　　ゆ

み友え弘子義み広子嗣

迫延鶴延都寺門福鶴日
野岡野岡農　川　野向
内市内市町迫町瀬内市

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

「
氏
…
．
；
f
各
．
．
．
一
年
合
「
部
落
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